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学部担当科目

・国文学史Ⅰ（前期）
・国文学史Ⅲ（後期）
・神話伝承論（前期）
・国文学講読（一）（通年）
・演習Ⅰ（一）（通年）
・演習Ⅱ（一）（通年）
・世界遺産学概論Ⅱ（後期）

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・研究演習（六）（通年）
・伝承論演習（通年）授業科目

平　成　28　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

全国大学国語国文学会学大会担当委員、上代文学会理事、万葉学会編輯委員長、日本文
学協会委員（1999-2002、2005～）、民俗芸能学会編集委員、美夫君志会常任理事、古
事記学会理事、国学院大学国文学会委員、日本山岳修験学会評議員、吉野町町長特別参
与

万葉文化論

新しい討論を中心とした授業スタイルを取り入れた。また、授業公開も行った。

9月に執筆したオペラ「遣唐使物語―名も無き民へのオマージュ―」が上演された。ま
た、10月には本学を会場として、萬葉学会を行い、全国から研究者が参集した。角川古
代史シンポジウムは3年間にわたる総決算のシンポジウムをすることができ、そのコー
ディネーターをつとめることができた。

1990年3月国学院大学大学院文学研究科博士課程後期単位取得満期退学（日本文学専
攻）

博士（文学、文乙第7号）

万葉文化論の方法論の摸索、万葉挽歌の史的研究、折口信夫の方法論の再検討

最終学歴

　【研究上の特記事項】
『万葉集研究』は斯界においてもっとも評価の高い論文集なので、大作を発表できてよ
かったと思う。

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

学生募集活動を中心に、多忙の年であった。大阪南高校や天王寺高校、一条高校など、
多くの高校において出張授業を行った。

大学院博士後期課程
担当科目

通信教育部担当科目 ・神話伝承論（集中）
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2015年9月27日に開催されたシンポ
ジウム「発見・検証　日本の古代Ⅲ
ここまでわかった日本の古代」（主
催・角川文化振興財団）および同年
3月27日に行われた座談会「宗教、
言語、稲と鉄、南方文化の起源を探
る」を元に書籍化したもの。

古代史に関わる近代の史家の言説を
集成し、注記を付けたもの。

（学会発表）

①

（その他）

②

①讃酒歌十三首の示す死生
観―『荘子』『列子』と分
命論―

②神々を選んだ山上憶良―
遣唐使と神―

②発見・検証日本の古代Ⅰ
纏向発見と邪馬台国の全貌
―卑弥呼と三角縁神獣鏡―

③発見・検証日本の古代Ⅱ
騎馬文化と古代のイノベー
ション

④発見・検証日本の古代Ⅲ
前方後円墳の出現と日本国
家の起源

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

①日本の古代を読む

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

2015年4月19日に開催されたシンポ
ジウム「発見・検証　日本の古代Ⅰ
邪馬台国とヤマト王権をどう考える
か」（主催・角川文化振興財団）を
元に書籍化したもの。

2015年6月28日に開催されたシンポ
ジウム「発見・検証　日本の古代Ⅱ
騎馬文化と前方後円墳の拡がり」
（主催・角川文化振興財団）を元に
書籍化したもの。

2016年12月

2017年1月

近年、研究が停滞している讃酒歌研
究に、六朝文化の影響を見定める論
文。

仏教者であった山上憶良が、遣唐使
送行歌については、神に対して祈る
と述べている。この点を、神を選択
するという観点から論じた論文。

文藝春秋2016年6月

2016年7月

2016年9月

『万葉集研究』第36
集

『現代思想』第45巻
第2号

KADOKAWA

KADOKAWA

KADOKAWA2016年11月


